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更年期検査に関係する用語について、以下で説明させて頂きます。 

女性更年期について
卵巣の機能が低下し始め、女性ホルモンの分泌が減少する、閉経をはさんだ前後約 10 年の期間のことを更年期と
いいます。個人差はありますが、日本女性の平均的な閉経年齢は 50 歳ですので、40 代半ばから 50 代半ばくらい
が更年期にあたります。
近年では若い世代でも過度なダイエット・不規則な食生活・ストレスなどによりホルモンのバランスが崩れ、更年
期症状が現れる若年性更年期障害も増えています。

女性更年期障害の主な症状
卵巣の機能が低下し始めると、卵巣から分泌されるエストロゲン（エストラジオール）という女性ホルモンが減少
します。エストロゲンの分泌が減ると脳が感知し、エストロゲンを分泌させようとして、FSH（卵胞刺激ホルモン）
というホルモンが脳下垂体から活発に分泌されます。しかし卵巣はこの FSH に対する反応も不十分になります。
その結果、自律神経の働きが乱れ様々な症状がおこります。
典型的な症状として、月経周期の変化、顔のほてり、のぼせ、発汗、手足の冷えなどがあります。他にも不眠、動悸、
頭痛、めまい、憂うつ、イライラ、気力減退、物忘れ、神経過敏、肩こり、腰痛、疲れやすいなどの症状があげ
られます。
症状の出方・程度は人それぞれで、その人の性格、生活環境の変化によっても影響を受けるとされます。また、
女性ホルモンの減少により、骨量の減少、血圧・コレステロールなどの上昇がおこり、骨粗鬆症や動脈硬化症を
発症するリスクも増加します。

対策
バランスの良い食事、適度な運動を心がけ、ストレスをためないよう規則正しい生活を送りましょう。また一人
で悩まないで家族など身近な人に打ち明けて、理解してもらうことにより気持ちが楽になることもあります。
更年期に現れる症状すべてが更年期障害によるものだとは限りません。本当は別の病気によるものだったという
こともありますので、まずはその症状が更年期障害によるものかどうかを確認することが大切です。更年期に関
するご相談は婦人科を受診してください。


